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平成 28年第 2回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録 

平成 28年 6月 16日(木曜日) 

午後 6時 30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 一般質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（9名） 

 大 山 修 二 君 

 高 間 澄 子 君 

 本 田 靖 人 君 

 小 林 尚 文 君 

厚 谷   司 君 

 今 川 和 哉 君 

 熊 谷 桂 子 君 

 君 島 孝 夫 君 

 千 葉   勝 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  会議に入ります前に、一言

ご挨拶を申し上げさせていただきます。 

 傍聴の皆様には遅い時間の開会となりますが、多

数のご参加をいただきまして、まことにありがとう

ございます。 

また、市長を初め理事者並びに関係者の皆様には、

夜間議会の開催に当たりご理解とご協力をいただき、

お礼を申し上げたいと思います。 

本日は、会議時刻を 6時 30分といたしました。 

 夕張市議会は、議会改革の一環といたしまして、

日中に開催する議会を傍聴できない方のために、そ

の機会をつくり、行政、議会の活動内容をより一層

理解していただくことを目的として、平成 23年から

年に一度、夜間議会を開催することとしており、本

日の開催で 6回目を数えることとなりました。 

本年につきましても、昨年同様 6月議会での開催

とさせていただきましたので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

――――――――――――――――――――――― 

午後 ６時３０分 開議 

●議長 厚谷 司君  これより、平成 28 年第 2

回定例夕張市議会第 2日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の出席議員数は 9名全

員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第 125条の規定により 

本田議員 

小林議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  この際、事務局長から諸般

の報告をいたします。 

●事務局長 木村卓也君  報告いたします。 

 本定例市議会に出席を求めた説明員の一覧につき

ましては、お手元に配付のプリントのとおりであり

ます。 

 以上で報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      鈴 木 直 道 君 

 教育委員会委員長 

         氏 家 孝 治 君 

 選挙管理委員会委員長 

         佐 藤 憲 道 君 

 農業委員会会長 後 藤 敏 一 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      鈴 木 亮 一 君 

 理事      大 島 由 晋 君 

 まちづくり企画室長 

         影 山 直 志 君 

 まちづくり企画室商工観光担当課長 

         古 村 賢 一 君 

 総務課長    寺 江 和 俊 君 
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 財務課税務担当課長 

         池 下   充 君 

 建設農林課長  細 川 孝 司 君 

 建設農林課都市計画土木担当課長 

         熊 谷   修 君 

 上下水道課長  天 野 隆 明 君 

 市民課長    熊 谷 禎 子 君 

 保健福祉課長  及 川 憲 仁 君 

 保健福祉課生活福祉担当課長兼 

 福祉事務所長  岡 村 卓 治 君 

 消防長     増 井 佳 紀 君 

 消防次長    石 黒 友 幹 君 

◎教育委員会委員長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育長     小 林 信 男 君 

 教育課長    押野見 正 浩 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    寺 江 和 俊 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    武 藤 俊 昭 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

 主査      永 澤 直 喜 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  日程第 1、これより昨日に

引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問者は、本田議員、熊谷議員、大山議員

であります。 

 それでは、本田議員の質問を許します。 

 本田議員。 

●本田靖人君（登壇）  通告に従い、3件 6点に

ついて質問をさせていただきます。 

申しおくれました。本田でございます。よろしく

お願いいたします。 

まず、交流人口による地域の活性化について質問

いたします。 

市長は、平成 28年度市政執行方針の中で、交流人

口による地域活性化について、体育施設等を活用し

た合宿誘致によるスポーツ交流ビジネス創出事業な

どを今後のまちづくりの力とするために、稼ぐ基盤

づくりを支援し、市民団体やＮＰＯ等が自立運営で

きるよう連携して取り組んでいくと述べられました。 

実際に本年 5月には、地方創生加速化事業の一つ

として、スポーツ合宿等モニター事業が夕張市体育

協会によって実施され、小学生のバレーボールキャ

ンプと老者サッカーの合宿が市内で行われました。

この二つの事業で合計 157人もの方が市内に宿泊を

してくれました。 

実際に宿泊してくれた 157人という人数が多いの

か、それとも少ないのかはさまざまな見方があるか

もしれませんが、この方々が将来的なかかわり人口

となってくれる可能性を広げられたことは確かだと

言えます。 

私は、早々に事業を展開され、かつ実績を出され

ている市長、教育長を初めとした関係者の方々に敬

意を表します。 

今後も着実に合宿誘致事業を推進され、宿泊を伴

う合宿による経済効果と将来的なかかわり人口の増

加が促進されることを期待いたします。 

そこで、さらなる事業推進に向け 2点お伺いいた

します。 

第 1に、ゆうばり文化スポーツセンターの開館時

間についてお伺いいたします。 

 ゆうばり文化スポーツセンター管理規則では、ス

ポーツセンターの開館時間を午前 9時からと設定し

ており、これより早い時間の開館については教育委

員会が必要と認めたときは臨時に変更することがで
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きるとしています。 

 また、ゆうばり文化スポーツセンター設置条例に

定めた料金表には、9 時以前に入館した場合の使用

料の定めがございません。 

 このため、当該施設の職員の話では、平日で 9時

から 21時、土日祝日で 9時から 17時 30分までの間

に業務を遂行する体制となっているとのことです。 

 各種スポーツ大会や合宿を実施する場合、午前 9

時から開始するケースが多く、その場合、会場設営

等の準備に時間がかかるため、午前 9時以前に入館

し、準備作業、つまり専有を開始せざるを得ないの

が一般的です。 

しかしながら現行の規則及び条例では、その都度

教育委員会に臨時的措置の申請をしなければならな

いため、使い勝手がよいとは言えない状態であると

思います。 

また、使用料についての定めがないため、臨時的

に使用を許可されたとしても、その分の使用料を徴

収するのが難しい状況です。 

近隣他市町村の総合体育館やスポーツセンターの

開館時間等の条例を見てみますと、例えば千歳市で

は、開館時間は本市と同じく午前 9時となっている

ものの、午前 9時以前に使用した場合の料金設定が

されており、利用者は通常どおり申し込むだけで午

前 9時以前、最も早くて午前 7時から利用すること

が可能です。合宿の里として道内でも有名な芦別市

においても同様であります。 

人口減少、とりわけ子供の数が減少し続けている

影響もあり、スポーツ少年団や部活動の人数確保が

難しくなってきているのは本市に限った話ではあり

ません。 

こうした背景から、チームの存続が困難となり、

休部や廃部となっているチームも多いのが現状です。 

スポーツ人口の減少は、合宿誘致等の事業を促進

していく上で、いわばお客様が減少しているという

ことを意味いたします。言い換えれば減少傾向にあ

るスポーツ人口を相手としたサービスを提供し、他

の市町村ではなく、夕張に来て合宿をしてもらう事

業、これがこれからの時代の合宿の誘致なのではな

いでしょうか。 

こうした考えのもと、交流人口による地域活性化

という目標を達成するためには、まず利用者にとっ

てより利用しやすい環境整備を進めることが必要不

可欠であると考えます。 

そこでゆうばり文化スポーツセンター設置条例及

びゆうばり文化スポーツセンター管理規則を見直し、

午前 9時以前からも利用が可能となるよう、新たな

料金を設定することを検討する必要があると私は考

えます。 

交流人口による地域活性化を今年度の政策の柱の

一つと位置づけられている市長のお考えをお伺いい

たします。 

次にサングリンスポーツヴィレッジのサッカー場

の予約受付方法についてですが、現在は過年度の利

用実績を優先し予約を受けつけているとお聞きしま

した。 

実際の運用体制がどのようになっているのかお伺

いいたします。 

次に地域との連携による学校づくりの推進につい

て質問いたします。 

教育長は平成 28年度教育行政執行方針の中で、幼

小中高校間の連携を深めるため、夕張市学校連携協

議会の機能を活用し各学校間の情報の共有化を図る

とともに、夕張の子供をともに育てるという視点に

立ち、地域の人々の期待と信頼に応える教養活動の

充実に努めるとされておりますが、地域の人々の期

待と信頼とはどういったものであるとお考えなのか

お伺いいたします。 

昨年 11 月に開催されたＰＴＡと市議会の意見交

換会や、先日市議会と夕張小学校ＰＴＡの共催によ

り開催された夕張市議会市民懇談会において、子育

て世代の方から教育に関するご意見をお聞きするこ

とができました。その際、幼稚園と小学校、中学校、

高校の連携については教育委員会が推進しようとし

ている内容が余りよくわからないというようなご意

見もございました。 
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私としましては、小中学校間の連携については給

食費の一括収納による効率化や研究授業の実施等、

ある程度実施されていると感じております。 

 しかしながら幼稚園や高校との連携内容について

は、まだ十分ではあるとはいえないと感じておりま

す。 

 そこで幼稚園や高校との連携事業としては具体的

にどのような内容で実施されているのかお伺いしま

す。また今後どのような事業を予定されているのか

についてもお伺いいたします。 

 次に地域コミュニティーの維持についてお伺いい

たします。 

 まず防犯灯の点灯状況についてであります。ゆう

ばり小学校 6年生と議会の意見交換会で街灯を増や

してほしいという要望があったことから、第 1回定

例会において防犯灯の点灯状況について質問させて

いただきました。その時点では市で市内の防犯灯の

点灯状況について把握していないというご答弁でご

ざいました。またその対応策については、通学路の

安全確保、子育て環境の充実の観点から優先順位を

精査して、必要なものについては対応していきたい

というご答弁をいただきました。 

 その後、防犯灯の点灯状況についての調査を実施

されたのかどうか、もし実施されたのであればその

結果についてお伺いいたします。 

 次に防犯灯の維持管理における市の対応策の検討

状況についてお伺いいたします。 

 6月 7日、8日の 2日間にわたって市議会主催で開

催をしました全市民を対象とした住民懇談会の中で、

市民から町内会の予算の中で防犯灯に係る経費が大

きく大変苦しい、このままでは町内会が防犯灯を維

持していくための団体になってしまうといった意見

がありました。会場にいらしていた市民にお聞きし

たところ、三つの町内会の状況についてお聞きする

ことができました。いずれの町内会も防犯灯の電灯

料及び維持管理費の負担に苦慮されており、町内会

の予算に占めるそれらの経費の割合は 2割から 5割

程度であるということでございました。 

 予想を上回るペースで人口減少が続く本市におい

て、地域コミュニティーの維持が持続可能なまちづ

くりを進める上で重要であると考えます。 

 そこで防犯灯の維持管理における市の対応策の検

討状況についてお伺いいたします。 

 次に市内各地域にある生活館についてお伺いいた

します。 

 さきの平成28年第1回定例会で議決しました夕張

市過疎地域自立促進市町村計画の中で、生活館につ

いては町内会が指定管理者となって管理運営を行っ

ているが、会場使用料のみに頼っているのが現状で、

人口減少等による利用頻度の減少で収入は減り、管

理運営が困難に陥っているところもあるとし、その

窮状については認識されていることと思います。ま

た少しでも安定的な運営が図れるように、一定額の

補助や施設の法定点検費を負担されていることもこ

の計画に記載されています。 

 議会が開いた住民懇談会にいらしていた市民のう

ち、生活館の運営に携わられている、もしくはその

内情にお詳しい方から、電気料と水道料金のうち基

本料金について補助してもらっているが、それ以外

にかかる経費が大きく非常に苦しいのだという声が

ございました。 

 先にお聞きした防犯灯の維持と同様、将来にわた

る地域コミュニティーの維持の観点から、さらなる

対応策が必要であると考えますがこの点について市

長のお考えをお聞きいたします。 

 以上ご答弁のほどよろしくお願いいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  本田議員のご質問

にお答えをいたします。 

 まず交流人口による地域活性化について、体育施

設等を活用した合宿誘致による取り組みについての

ご質問についてお答えをいたします。 

 夕張市はゆうばり文化スポーツセンターやサング

リンスポーツヴィレッジ、平和運動公園でございま

すが、サッカー場や野球場など道内有数の体育施設

を保有しており、宿泊施設も充実していることから
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毎年、道内外からたくさんの方々にご利用いただい

ているところであります。これまでも交流人口によ

る地域活性化につきましては、恵まれた体育施設を

保有する利点をフル活用し、スポーツ交流ビジネス

創出を掲げ、その基盤づくりを支援し、市民団体と

ともに連携し取り組みを進めてきたところでござい

ます。 

 本田議員のご指摘のとおり、スポーツを通して地

域活性化を推進するにあたり、少しでも新規利用者

が利用しやすい環境整備を進めることが合宿誘致に

おいて有効であると私も認識をしておりますので、

本日、本田議員から千歳市、芦別市等々の事例が御

紹介いただいたところでございますが、これまで以

上に利用者ニーズを的確に把握し、利用時間など柔

軟な対応を心がけ、効果的な受け入れを実施してい

きたいと考えております。 

 また平和運動公園のサッカー場の予約につきまし

ては、これまでその大会や合宿の規模など勘案し、

関係者と十分な協議をしながら運用しており、新規

利用者、希望者についても柔軟に対応してきている

ところでございますが、今後も利用希望者のニーズ

に応えられるよう対応していきたいと考えておりま

す。 

 次に地域との連携による学校づくりの推進につい

てでございますが、こちらは後ほど教育長より答弁

をさせていただきたいと思います。 

 次に地域コミュニティーの維持についてのご質問

にお答えをいたします。  

 まず初めに市内の防犯灯の点灯状況についてお答

えをさせていただきます。調査実施の部分について、

実施をしているかというご質問をいただいたところ

でございますが、現時点において調査は実施してお

りません。今後道路ストック計画というものを策定

する予定がございます。この中に道路施設、標識や

照明などの点検調査を実施する予定がございますの

で、そういったストック計画の調査とあわせて把握

ができるよう順次進めてまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

 次に防犯灯に対する補助の検討についてのご質問

にお答えをいたします。町内会の予算が大変苦しい

中、防犯灯に係る経費、この部分が大変大きいのだ

ということについて私も十分その点について把握し

ているところでございます。繰り返しになりますが

第 1回定例市議会において答弁をさせていただきま

したが、町内会の会員数の減少で維持管理ができな

いほどの相談はこれまでに数件寄せられているとこ

ろでございまして、相談があった町内会の地域状況

により、交通安全上必要な部分については道路照明

施設設置基準に基づき、市が引き受けている状況も

ございます。 

 現在防犯灯に対する補助の検討状況ということも

ご質問がございましたが、平成 18年度に実施してま

いりました防犯灯の補助制度は現在復活するという

ことは考えておりません。今後はこのような中にお

いても、通学路の安全確保や子育て環境の充実の観

点から、子供たちの安全を確保しなければならない

という観点から、通学路安全プログラムなど活用し、

危険カ所把握をいたしまして随時対応していくとい

うことを今後も検討していきたいというふうに考え

ています。 

 次に地域コミュニティーの維持について、生活館

等に対するご質問についてお答えをしたいと思いま

す。生活館等につきましては平成 18年 7月から夕張

市の公の施設に関する指定管理者の指定手続等に関

する条例に基づき、地域の運営委員会を中心に指定

管理により運営をしていただいてまいりました。 

 その後、市の管理委託料を廃止した後も指定管理

契約を更新させていただきまして、地域の皆様のご

努力により 9カ所の生活館、2カ所のコミュニティ

センターの運営を続けてきていただいているところ

でございます。心から感謝をしているところでござ

います。 

 先ほど少し本田議員の中でも触れていただきまし

たが、平成 22年度からは浄化槽及び消防施設点検な

ど、法的に実施をする必要性があるものについて市

が費用負担することといたしました。また平成 26
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年度からは夕張市生活館等管理運営費補助要項を制

定し、電気料及び水道料の基本料金相当の運営費補

助を実施してきたところであります。 

 またこのような補助金以外に交付金等を活用して、

外装の塗装など順次大規模な、一定規模以上の修繕

というものは実施してきたところであります。今年

度につきましても、鹿の谷生活館の換気装置改修工

事を実施するなど、市が負担すべき修繕工事につき

ましては指定管理者からの意見をしっかりと調整を

しながら、必要な修繕について実施をしてきたとこ

ろでございます。 

 市といたしましてはこれ以上補助金を増額するこ

と、新たな補助を開始することは現在のところは考

えておりませんが、歳出の削減や歳入増加に結びつ

く方策について今後もともに考えてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 生活館等の平成 26年度決算の状況をみますと、補

助金により生活館等の収支が前年度より改善をされ

たところでございますが、平成 27年度決算について

は現時点で全て出そろっているわけではございませ

んが、人口減少による利用の減少と葬儀形態の変化

等による利用料の収入減少というものが続いている

という状況であります。各指定管理者は必要な維持

管理費の捻出が難しいことから、長期間積み立てて

きました基金を取り崩したり、町内会から運営委員

会へ繰入をしたり、管理費や除雪の方法を見直すな

ど歳出経費を削減して施設を維持しているところも

あるというふうに私も聞いているところでございま

す。 

 今後は清水沢地区に建設を予定しております複合

施設の建設、こういったものも具体化をしてまいり

ます。機能や役割が重複する施設もあることから、

地域の住民の皆様に、真に必要な施設についてとも

に十分な議論というものを進めながら全体について

考えてまいりたいというふうに現在考えているとこ

ろであります。 

 以上です。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 小林信男君（登壇）  本田議員のご質

問にお答えをいたします。 

 初めに夕張市学校連携協議会の機能の活用につい

てでありますが、これまで毎年 1回以上の学校間連

携会議、これは夕張市園長学校長会議という形で行

っているものであります。本年度においても 6月 9

日に夕張中学校で開催をし、ユーパロ幼稚園、ゆう

ばり小学校、夕張中学校、夕張高等学校、夕張高等

養護学校の各園長さん、そして学校長さんが一斉に

集い、それぞれの学校運営で学校間連携の図れる教

育活動や、特色ある教育活動等を報告していただき、

この間の連携について協議、検討を行ったところで

あります。 

 さて、本田議員のご質問の地域の人々の期待と信

頼について、具体的にどういったものかということ

でございますが、私はまず学校の活動が広く市民に

見えること、そして学校を支える地域の市民がいる、

このことが非常に大切であろうということで、この

大きな統廃合を抱えた平成 23 年度を中心としなが

ら、夕張市小中学校サポート会議、これは主に学校

の運営方針等に係る内容についてのご意見を伺うと

いうような形の会議であります。これを年 2回この

間やっているところであります。 

 また夕張市学校支援地域教育協議会、これは学校

ボランティア等に係る中身でありますが、年 4回ほ

ど実施をしておりながら地域の声を吸い上げ、そし

て学校はどういったことで応援していただきたいの

かということを相互に情報共有しながら対応してい

るところであります。これは学校と地域を結ぶ組織

でもあり、あるいはＰＴＡでとっているアンケート

調査は、学校調査あるいは学校関係者評価を通して

学校での教育指導に生かしているところであります。 

 また平成28年3月には夕張市地方版総合戦略を策

定したところでありますが、その中で高校生、中学

生を対象にしたアンケート調査も実施し、卒業後の

進路や職業につきたい職種、将来の夕張市への居住

等についての移行などを調査したところであります。 

 さらには園長学校長会議において夕張高校からは
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昨年度中、数回にわたってＰＴＡとの協議を行い、

夕張高校の魅力化づくりについていろいろな声を吸

い上げ、その方向性をまとめたということもこの会

議の中で報告を受けたところであります。 

 私は多様な形で多くの方々の意見を聞きながら、

地域の意見を教育行政に反映させていくというふう

に考えているところであります。 

 次に具体的な連携内容と今後の予定についてでご

ざいますが、これまで実施してきた事業としては全

市音楽発表会、これは幼稚園から高等学校まで参加

をしております。あるいは小中学校で実施する体力

測定時には、夕張高校からお手伝いをいただきなが

ら実施しているところであります。 

 また中学校から小学校への出前授業、これについ

てもこの間実施をしてきたところであります。さら

には現在、中学校高校の部活動においても、一部共

同での練習を行っているというふうな状況でありま

す。 

 また先ほど幼稚園との高校との関係ということで

お話されていましたが、昨年度そして本年度という

ことで高等学校の体育の先生に来ていただいて、ラ

ンニング教室であるとかスポーツ教室的なものを、

体の動かし方について、これらについて実施をして

いるというところであります。ＡＬＴ、外国語指導

助手についても小中学校にとどまらず、幼稚園ある

いは保育園に行っていただいて、相互に交流してい

ただいているということになります。 

 平成 28 年度から実施を予定する事業としまして

は、スキー学習を今現在中学校、高等学校では行わ

れていないわけでありますが、今年度から中学校、

高等学校でも実施すべく現在準備を進めているとこ

ろであります。これによって小学校、中学校、高等

学校ということで一つの流れとして、夕張のこうい

った山間地の地域性を生かした事業も本年度から取

り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 また中学校、高校においては英語検定あるいは漢

字検定を希望する生徒に対する助成事業、これを実

施しております。さらに高校においては、さまざま

な資格取得についての助成も開始したところであり

ます。来年度以降については小学校においても漢字

検定を、さらには 32年度から小学校のほうで実施を

予定しております外国語授業、英語授業に対応し、

英語検定等についても希望者に対して助成を検討し

たいというふうに考えているところであります。 

 今後も学校間連携を図りながら、夕張の子供たち

のために必要な環境の整備を行ってまいりたいとい

うふうに考えているところであります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  先に教育のほうの再質問から入ら

せていただきたいと思います。 

 まず地域の人々の期待と信頼はどういうものだと

お考えですかとその質問に関しましては、地域の声

を反映させるのだといったようなご答弁内容だった

のかと思います。 

 先ほどのお話の中でもさせていただいたのですが、

ＰＴＡとの意見交換会の中で子育て世代の方からい

ろいろな意見をいただいているのですが、その一例

をご紹介させていただくと、多くの声としては特色

のある教育をしてほしいという声がやっぱり多く聞

こえましたね。あとはせっかく豊かな自然があるの

だから、そういったものを生かして活用した教育を

やったらいいのではないかといったような声、また

前回の 6月 8日の会議ではちょっと厳しい声があっ

たのですが、高校に進学コースができたと。それは

非常にいいのだが高校からやっても遅いと、小中学

校からの底上げが必要なのではないかと。本当に国

立大、国公立を目指すのであれば、小中の学力の底

上げも必要なのではないかといったようなご意見も

いただいたところであります。 

 ほかにもその意見に対する考え方も人それぞれだ

と思うのですが、小中高それぞれが一つになってし

まったということで弊害もあるところもあると思う

のですが、逆に言うと一つずつしかないからできる

といった教育もあるのだと思います。 
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先ほどお話の中でスキー授業、スキー学習が今年

度から中学、高校も導入できそうだということで準

備を進められているということでお話がありました

が、それも非常にいいことだと思うのですね。夕張

にスキー場がある、それを活用してみんながスキー

を滑れるようになって育っていくということも重要

だと思います。ただ保護者の方からいただく声、Ｐ

ＴＡの方からいただく声の中で多いのは、例えば英

語に特化してみてはどうかとか、そういう具体的な

期待があるのですね。一言で言うと夕張ならではの

教育といいますか、夕張の教育って何というふうに

聞かれたときに、夕張の教育ってこうだよというふ

うに答えられるものがあると。またそれが社会で通

用するようなことであることが望ましいのではない

かといったような考え方が多いように受け取れたの

です。 

この点について教育長のお考えをお聞かせくださ

い。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 小林信男君  今、本田議員から再質問

がありました。 

 平成 23年度の段階で、小学校、中学校の一校体制

になるということの中で、教育委員会として全体と

してこれからの一校一校体制の中でどういった教育

を我々は目指していくのかということで、これから

の夕張市の新しい教育についてということで、教育

委員会としてはいろいろな方のご意見を聞きながら

整理をしました。その関係をちょっとお話させてい

ただきますけれども、夕張市の教育の基本理念とい

うことで、自然豊かな緑の大地と山の大地、そこに

住む市民の苦闘の歴史により築かれた郷土夕張に誇

りを持ち、自主自立の精神に満ちあふれ心豊かにと

もに支え合い、夢や希望に向かってたくましく生き

る人を育むと、こういった基本理念にしながら学校

教育ではこういったことをやっていこうと、それか

ら社会教育ではこういったことをやっていこうとい

うことで整理をして、それぞれの学校の教育課程が

つくられていっているのが実態であります。 

 したがいまして我々もこの教育目標の支えとして、

夕張の豊かな自然を教材にして活用していく、ある

いは夕張の歴史を少しクローズアップさせながらや

っていく、あるいは総合学習の中でもっともっと地

域を見つめてやっていく、こういったような方針を

打ち立てて、それぞれの小学校、中学校もその方向

に向かって現在いろいろな取り組みがなされている。

こういう状況に私はあるのではないかなというふう

に思っています。 

 先ほど出た中で学力向上の問題は当然のことなが

らでありますけれども、本当に夕張市にとってどう

いった特徴ある教育をやっていくのかということは、

それぞれの学校で考えていく内容でありますが、

我々はこの方針の中でそれぞれやっていく、十分か

どうかは別としてそれにスポットを当てた形でやっ

ていっていると思っているところであります。 

 また小学校からの英語授業については、これから

の新しい教育課程の中でこの問題が今まさに出され

ていて、学校のほうも大きなこれから議論をしてい

くと、そういったような状況になっておりますので、

私どももその教育課程をどういう組んでどうやって

いくのかということについては十分学校とも相談し

ながら、どういった方向性でやっていくのかという

ことは考えていきたいというふうに思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  ご答弁いただいた中で各学校ごと

にそういう教育の理念に基づいて誇りを育てると、

一言で言うとそういったところで教育課程を組まれ

ているという話でしたが、学校主導でじゃあ誇りを

持ってもらうため、郷土愛を育むためにこういう授

業をやるのだということを各中学校、高校などが提

案をしてくれば、それ以上ということは教育委員会

のほうで判断をして初めて実現するものなのでしょ

うか。 

 ご答弁お願いします。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 小林信男君  教育課程の編成権につい
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ては学校が主体的にやるものでありますから、その

間の中で先ほど言ったような園長学校長会議も当然

連携に係ってはありますし、教育委員会が各学校長

さんとお話する機会というのはたくさんありますし、

何よりも教育行政執行方針を毎年出しておりますの

で、そういった中で四捨選択しながらその方向性を

定めていくということでありますので、教育委員会

が許可するとかしないとかという問題ではなくて、

それはお互いに協力しあいながらその方向に持って

いくという、こういう形になるというふうに理解し

ております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  わかりました。 

 外から見ても中から見てもわかりやすいような特

色をぜひ一日も早くつくり出していかれることを期

待したいなというふうに思います。 

 次の連携ですね、学校間の連携といった意味で一

つご提案をさせていただきたいのですが、子育て環

境の充実を目指す本市において、教育環境や教育内

容の充実が重要だということは言うまでもありませ

んが、子育て世帯の負担軽減もあわせて検討してい

く必要があるのではないかというふうに考えており

ます。 

 そこで現在小中学校において提供されております

給食について、例えば幼稚園や高校でも提供するこ

とはできないでしょうか。もしこれができたとすれ

ば、メリットとして少なくとも三つあげられると考

えます。 

 まず第一に共働き世帯が多い本市において、忙し

い朝に子供のお弁当を作るということが非常に負担

だと思われている親御さんも多いことと想像します。

そうした親御さんの負担を軽減できるというメリッ

トですね。二点目に子供たちに本当に必要な栄養が

きちんと、専門職の方に計算をしていただいた給食

が食べられるということは、子供たちの健やかな成

長においてメリットが大きい。第三に将来にわたっ

てさらに少子化が進むということが本市では予想さ

れております。現行のまま小中学校に通う子供たち

だけに給食を提供するよりも、幼稚園や高校に通う

子供たちの分までつくったほうがスケールメリット

が生まれ、コスト削減も望めるのではないかという

ふうに思います。これは同時に夕張高校の特色づく

りにもつながるのではないかというふうに考えます。 

 共同調理場の運営体制ですとか、これを導入する

ことによるデメリットに関する検証も必要かと思う

のですが、まずこの案に関する教育長のお考えをお

聞きします。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 小林信男君  現在幼稚園の問題があっ

て、今ご承知のように認定子ども園の問題があって、

認定子ども園ができれば園の中に当然そういったよ

うな給食等の施設ができてくると、そういったよう

な課題の一方であります。 

 あるいは高等学校に給食をするとすれば、当然共

同調理場の施設をどうするのか、あるいはその給食

を高等学校の施設に持っていくときに、どういった

ような対応があるのか。あるいは親御さんの意見は

どういうふうにそれを集約するか。非常に多くの課

題する、検討するべき内容のものが私は多々あるよ

うな感じがしているのですね。ですからそういった

ものも総合的に考えたときに、それができるのかど

うなのかということは、早急にやれということであ

ればできるのかもしれませんけれども、いろいろな

ことを考え、そして夕張のこれからの小学校、中学

校の子供の数も含めて可能なりうるのかどうなのか。

いろいろとどういったアイデアがあるのかというこ

とは考えてはみたいと思いますけれども、今の段階

でやりますとかそういったことについてはこの場で

は申し上げられないのかなと。どういったアイデア

があるのかということについてはちょっと考えてみ

たいというふうに思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  もちろん今すぐに答えをください

という気はさらさらなくて、例えば子供たちのため
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にもなって親御さんのためにもなるかもしれないと

いうような案ですので、ちょっと前向きに検討して

いただいて、課題はもちろんあることも分かってお

りますのでご検討をまずしていだければなというふ

うに考えるところであります。 

 以上で教育に関する再質問を終了しまして、次に

交流人口による地域活性化に関する質問の再質問を

させていただきます。 

 5月 26日の北海道新聞の朝刊に、夕張市体育協会

がこの秋をめどにＮＰＯ法人化を目指しているとい

うような記事が掲載されておりました。その中で同

協会が来年度から市所有の体育施設のうち、文化ス

ポーツセンター、ゆうばりテニスコート、サングリ

ンスポーツヴィレッジの 3施設について指定管理を

請負うことを検討しているということで報じられま

した。 

 市では当該施設の指定管理制度の移行についてど

のような方針でいらっしゃるのか伺います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

をいたします。 

 体育協会がＮＰＯ化または体育施設等の指定管理

を表明したことについては承知をしております。 

 市が保有する体育施設につきましては先ほど述べ

ましたとおり、交流人口拡大、地域活性化を目指す

上で極めて重要な施設であるというふうに考えてお

ります。また体育協会を初めといたしましたそうい

った団体が市の総合戦略、または市政執行方針で述

べてますが、稼ぐ基盤づくり、そういったものを市

が支援し、そういった自立した運営を目指していく

ということについては市の方向性としても一致する

ものだというふうに思っております。 

 市としてはまずは法人化ですとか指定管理の移行

ということですが、さまざまな段階を踏んでそうい

うことを目指していくのだと思いますが、そういっ

た目指していく各段階においても連携を密にしなが

ら、しっかりと取り組みをともに進めてまいりたい

というふうに考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  さっきの件わかりました。 

 次にサングリンスポーツヴィレッジの予約受付体

制についてなのですが、新規受け入れにも対応して

いきたいということでご答弁をいただいたところで

あります。ぜひよろしくご検討いただきたいと思い

ます。 
 一般的にスポーツチームなどが合宿場所を選定す

るときに、利用者はまず候補となる施設を幾つか挙

げてその施設に関してホームページなどで利用料金、

時間、可能日またその自分たちが予定している日程

が空いているかどうかといったところの調査をされ

ることが一般的なのではないかなというふうに考え

られます。合宿をやろうと、実施しようというふう

に予定している日程に関する申し込み開始の日、こ

の利用日に関しては例えば 3か月前の同じ日からで

すよだとか、そういったルールですね。あとはその

日があいているのかどうかという情報が明確になっ

ていない場合、ここでできるかどうかわからないね

ということになり、もし他に魅力的な場所があれば

そちらを選択してしまうという可能性も非常に大き

くなるのではないかなというふうに考えています。 
 合宿誘致事業を成功させて交流人口による地域活

性化を達成しようという場合は、こうしたアクセシ

ビリティーの改善を含めた検討をますます進める必

要があるというふうに考えるのですが、その点の市

長の考えをお伺いします。 
●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

をいたします。 

 現状そういった予約システムの導入ということも

もちろんあるのですけれども、今利用状況が集中す

る時期というのも一定程度わかっています。今まで

恒常的にずっと毎年毎年利用いただいているある一

定規模以上のそういった合宿、または大会等の利用

実績というのもある程度わかってきているわけです。

新規の部分と、これからずっと今までも使ってきて
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くれたある一定規模の団体等、どう利用率が上がる

ように組んでいくかということでありますけれども、

その部分でシステムを導入するのがもっともコスト

や、または利用率を高める上でいいのか、またその

システム管理や維持管理コストを比較するとそこま

での効果がないのかということは、やっぱりこれは

利用実態等を正確に検証した上で考えないといけな

い問題であろうというふうに思っております。 

 システム導入経費というのも一定程度やはりかか

ってくるかと思いますので現在の運用の中で見えて

きた課題を整理する中で、そういった問題について

も考えていきたいと思っています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  いろいろと精査した上で必要とあ

らば導入をご検討いただければというふうに考える

ところです。 

 次に地域コミュニティーの維持についての再質問

をさせていただきます。 

 防犯灯の部分ですね、本市では財政再建計画、財

政破綻が明るみに出た当時から計画を立てたわけで

すが、その時点の予想を上回るペースで人口減少が

進んでおります。これは各町内会の会員の減少とい

うことにもつながっているといえるかと思うのです

が、幾ら少人数になったとしても、子供たちが少な

くなったとしても防犯灯を全て消すわけにはいかな

い。これは安心安全を守る意味で必要だというふう

に考えるところであります。 

 しかしながら現在の会員数でも町内会が維持して

いくことに苦慮しているという防犯灯を、これから

さらに会員数が減少していくことが予想される将来

にわたって、現行どおりの町内会が負担をして維持

していくということは厳しい日がきっとやってくる

のではないかというふうに考えているところです。 

 私としては財政再生計画の再計算を進めている現

段階で、将来的な運用方法を再考すべきではないか

なというふうに考えますが、市長のお考えをお聞か

せください。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

をいたします。 

 防犯灯につきましては各地域において設置をする

中で、補助制度がなくなった中で運営が厳しくなっ

て、人口減少や地域コミュニティーの維持というも

のもこの将来推計でいったら本田議員ご指摘のよう

に厳しくなっていくということ、これは明らかだと

思います。 

 その中で交通安全上、必要と思われるものについ

ては今直営に切りかえていく、これまず一つ今のや

っていることです。もう一つは子供たちの通学上の

観点から、例えばお子さんが今小学生、中学校高校

と学校進学を夕張市内でぜひしていっていただきた

いというのが我々の今の子育て環境の充実ともリン

クしますので、そういった子供たちのために街灯の

部分をやはり整備する必要があるのではないか、こ

のことについては先ほど言ったような交通安全上の、

子供たちの通学のプログラムの中でやっていきます。

さらに町内会が維持する中で困難になった場合につ

いて、そこに街灯がなければ市としてこれは厳しい

のだというところについては、今現在ある、いわゆ

る街灯が全てその部分に該当するかといえばそうで

はないというふうに思っています。 

 ですからそこら辺がどのような形で行政として将

来的に存続していくべきかというふうに考えたとき

に、例えば街灯にかかるコストがＬＥＤ化で軽減で

きる部分があるかとか、またはＬＥＤ化しても高価

格になるという場合もあるようなのです。ですから

そういったものもしっかりある程度将来を見据えて

考えていく必要性があるなというふうに認識をして

おりますが、まずは先ほど言ったような交通安全上

の部分の整備というものをやった上で、あとは街灯

設置状況ですね、計画の中で一斉にあわせて、標識

等々含めてチェックをした上でそういったことを考

えていきたいというふうに思っています。 

 抜本見直しの状況までに間に合うかということに

ついては、なかなかちょっとそこまでには整理はつ
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かないかなと思いますが、そういった認識を私とし

ては持っています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  これまで答弁の中にＬＥＤ化の話

が出てきたかと思うのですが、そういった検討もあ

れなのですが、まず私自身も今ついている防犯灯を

全部点灯し続けていく必要は決してないというふう

に考えているところです。子供たちが通学上で利用

する場所ですとか、そういった場所を精査した上で

必要なところについて重点的に手をかけるべきだと

いうふうに考えています。  

 市長の話にもあったようにＬＥＤ化というのが一

つ有効な手立てなのではないかなということで、地

元の電気工事屋さんにちょっとお話を聞いてみたの

ですね。仮に全市の防犯灯のうち、必要と思われる

ところが仮に 100基、ＬＥＤ化にしようとした場合、

概算で大体 250万円から 270万円の工事費がかかる

と。しかしながら電気代がぐっと安くなる、大体

47％くらい安くなるというような試算もありまして、

まず電気代が安くなる。あと電気が切れない、切れ

づらいのですね。普通の蛍光管の場合、2、3年に 1

回ぐらい交換をしなければならないケースが多いの

ですが、ＬＥＤの場合は 16年ぐらいもつ計算のもの

だと。そういったメンテナンスの費用のことも勘案

して、10年間で計算をしますと財政効果が約 500万

円見込まれるということなのですね。 

 これは蛍光管からＬＥＤに替えた場合の計算であ

りまして、水銀灯のところも清陵などに多いという

話を聞いていますが、この場合はさらに財政効果が

あるというような計算があるそうです。 

 財政の財源の壁にぶち当たるかとも思うのですが、

これは子供たちの健全な育成に関する事業でもあり

ますし、住民自治、町内会の負担軽減という意味で

住民自治の活動の維持にも適合する事業かと思いま

す。  

 そういったことからハンカチ基金からの繰り入れ

の検討も可能なのではないかというふうに考えるの

ですが、この点について市長のご意見をお聞かせく

ださい。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  議員の再質問にお答えをい

たします。 

 今のシミュレーションでありますけれども、それ

は多分一例だと思うのですが、かえってＬＥＤ化す

ることによって今より維持管理が増える場合もござ

いますので、そういった部分も町内会ごとに設置し

ている中身も異なるので、そこら辺がまさに一律で

いかない部分だと思います。 

 ですからそういう意味でも効果のあるもの、また

は町内会ができるだけそういった街灯を維持したい

という思いも十分私としても承知しておりますので、

そういった観点からのしっかり中長期的な目線に立

って検証しなければならないというふうに私は思っ

ています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  次に生活館についてなのですが、

防犯灯と同様でその維持管理に大変ご苦労されてい

るというのはさきに述べたところなのですが、これ

についても無条件に補助金を出すというのは、我が

まちの将来のために決していいことではないという

ふうに私は考えています。 

 基本料金の負担の一定程度の支援ですとか、その

都度相談に応じられているということで、市側とし

ても一定程度の対応をされているというふうにも考

えています。 

 そこで例えば生活館の維持管理に関する支援策と

子育て環境の充実など一見関係と、関連性のないと

思われるような課題や政策を結びつけて解決策を探

るということができないかなということなのですが、

例えば先日のＰＴＡとの懇談の中で、今最近始まり

ましたあ・りーさだを活用した子供たちの居場所づ

くりですとか、沼ノ沢保育園を活用した一時預かり

保育などのサービスについて、ちょっと向こうの南

部の南のほうの地域に限定的だよねというようなご
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意見もあったのですね。そういったところで仮に他

の地域でも需要があるということで、こうしたサー

ビスを導入しようとなった場合、もちろん予算です

とか計画も必要なのですが、場所も検討する中で出

てくるかと思うのです。そういったときに可能な限

り生活館も政策を実施する場所として検討するとい

うことで、もちろん今の子育ての話に関しては家庭

の話にすぎない例えばの話なのですが、こうした諸

問題、市が抱える諸問題を複合的に考えて垣根を越

えた対策を打つと、そういった支援メニューを市の

ほうで用意をして手を挙げられるやる気のある町内

会、運営委員会に対してご利用いただくという形で

の支援ということはできないかと。このためにはや

はり横断的な検討、現在清水沢の都市拠点整備部会

のように自分の所属する部署と関係、それを隔たり

なく横ぐしを刺してさまざまな部署の人が関わりな

がらいろいろと携わられているということもありま

す。これは一つの成功事例につながっていくのだと

期待もしているところなのですが、こういった各課

を越えた検討態勢を整えて生活館のためにだけでは

なく、複合的な政策の課題とあわせてメニューを提

供することでの生活館の支援というようなことも考

えられないかなということで、市長の考えをお聞き

したいと思います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

をいたします。 

 ハンカチ基金を活用した中で、あ・りーさだです

とか寺子屋だとか、そういう子供の居場所づくりに

ついて、そういった市民の皆さんの自主的な活動を

応援して、その運用に当たってもある意味では行政

的サポートをしっかりとしながら実行に移していく

ということは今、取り組みが少しずつ芽生えてきた

ところです。 

 行政組織としてそれをトータル的にコーディネー

トとしていくということにおいていえば、現時点に

おいてもそういう課題について町内全員で協議をし、

その課題に向き合う体制というのは整えられている

と思っています。 

 一方でそういった子育ての観点の中で居場所をつ

くっていくのは我々行政職員だけの力ではできませ

ん。これは地域の皆様がその必要性を肌に感じなが

ら、その運営をしていくことも同時に非常に大事に

なってくる部分があります。 

ぜひ本田議員の中でそういったお声を聞いた際に

はぜひ市役所のほうにご相談をいただきながら、ど

うすればそれが実現可能なのかという観点で我々も

しっかり考えていきたいというふうに思っておりま

すし、行政側が全てを考え実行するということでは

なかなか全てが全てうまくいくわけではございませ

んから、実情一番ご理解しているのが今子供を現に

育てていらっしゃり、その地域で暮らし課題に向き

合っている皆様や地域に入っている市議会議員の皆

様や行政担当のスタッフ等々おりますので、そこが

どうすればこの課題を解決できるかということを双

方で取り組んでいかなければならないというふうに

考えております。  

こういった視点でこれからもそういった事例を増

やしていく取り組みについては、しっかりと行政と

しても取り組んでいきたいと思っています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 以上で、本田議員の質問を終わります。 

 次に、熊谷議員の質問を許します。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  日本共産党の熊谷桂子です。通告

に従い 2件の質問をいたします。 

 まず 1件目に全市的な子どもの遊び場・居場所づ

くりについて伺います。 

 先日清水沢地区の拠点整備において複合施設の建

設が明らかにされ、3 年後をめどに供用開始と発表

され、子育て世代のみならず多くの市民が楽しみに

しているところです。 

 また今月 8日開催されたＰＴＡと議会との懇談会

でも複合施設歓迎の声が出されておりましたが、一

方で居住地周辺での公園整備、そして居場所づくり

の要望も複数出されておりました。 
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 先ほど本田議員からもありましたが、今現在旧夕

張小学校や旧緑中学校などの校舎を利用した子供の

居場所づくりが、さまざまな形で進められておりま

すが、交通事情などでそういった場所を使えない子

どもたちに向けて、各地域で歩いて通える場所にそ

ういった施設が欲しいというのが子育て世代のご意

見でした。 

 全国に目を転じますと、児童館は全国で 4,300カ

所以上にも設置されており、そこでは専任のスタッ

フが子供たちの健全育成に力を尽くしています。そ

ういった子育て環境が一日も早く整うことを多くの

市民が願っていました。先日公表された拠点複合施

設の空間の構成では、児童館との表記もありました。 

 そこで質問ですが、複合施設が供用されるまで、

旧小学校区ごとに 1カ所、徒歩圏内にある施設を使

って児童福祉の観点から、生活館など既存の施設の

開放、また使用料や暖房費などの助成について検討

できないでしょうか。 

 近隣の岩見沢市内では 12カ所、栗山町にも 1カ所

児童館が整備され、長沼町でも検討中と伺っていま

す。子育て世代にとっては夕張で子育てをするのか、

ほかの町に転出するのかを決める重大な要件の一つ

になるのではないでしょうか。3 年後に立派な施設

ができるからといって、3 年間待ってくれる人ばか

りではありません。再生計画の見直しの一つ一つが

人口流出を止められるのかどうかの大きな要因にな

るのではないでしょうか。 

 市長のお考えを伺います。 

 2 件目に人口増に向けた住宅政策として、まずみ

なし特定公共賃貸住宅について伺います。 

 市の調査で明らかになった市外からの通勤者およ

そ 800人の方たちの中で、少しでも多くの方たちに

市内に住んでいただくために何が必要なのか。市民

の皆さんからもさまざまなご指摘をいただくところ

です。 

 その中で一番多いのが、空いている市営住宅に市

外からの通勤者に入ってもらえないのかということ

ですが、公営住宅の入居には所得の制限があるが、

その制限を見直して緩和政策としてできたのがみな

し特定公共賃貸住宅だと伺っています。 

 そこで少しでも人口を増やすために、1 点目に現

在の利用状況はどうか。2 点目に市内の一般企業や

事業所などに空室情報がわかりやすく情報共有され

ているのか。3 点目に空室対策、人口増の対策とし

てこの制度をさらに拡大すべきではないかと考えま

すが、市長のお考えを伺います。 

 最後に、市は定住人口の増加に向けて若年層、女

性向けの住居を創出するため、1戸あたり 300万円

で 30 戸分の補助を予算化し募集を開始したところ

ですがこのことについて伺います。 

 民間賃貸住宅の供給の促進を図り、良好な賃貸住

宅ストックを形成することを目的とするとして、民

間賃貸住宅建設費助成金交付事業を平成25年度は1

戸当たり 200万円で 8戸分、平成 26年度は 1戸当た

り 200 万円で 24 戸分の補助をし、この事業は平成

29年度まで実施としています。 

 さらに今年度は新規に若年層、女性向け低家賃民

間賃貸住宅の供給の促進を図り、人口の社会減を抑

制することを目的とするとして若年層、女性向けの

住居を創出するため、1戸当たり 300万円で 30戸分

の補助を発表しました。 

 建設後 5年間の家賃など共益費、駐車場代を含ん

で 4万円未満であるものという制限があり、間取り

が狭いものの、これまで補助をしてきた民間住宅の

家賃よりも 2万円程度安い家賃設定であり、所得の

低い若年層や女性にとっては大変ありがたいアパー

トだと思います。 

 ただそこで心配なのが同じ補助をさきに受けた民

間のアパートに現在入居している市民が、新しく建

設される低家賃のアパートに狭くても安いほうがい

いということで相当数が住みかえを希望したら、さ

きに市の政策や誘致によって補助を受け、高機能住

宅を建設した事業主を圧迫することにならないでし

ょうか。 

市の政策や誘致によって補助を受け、先に建設し

ていた事業者を一定程度保護する必要はないのでし
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ょうか。例えば入居は市外からの転入者に限るとか、

市内からの入居の場合は市からの補助が入っている

賃貸住宅の入居者を除くなどの一定の制限を設け、

市の新たな政策によってこれまでの事業主を圧迫し

ないような、そういった配慮が必要ではないかと考

えますが市長のお考えを伺います。 

以上 2点につきましてご答弁お願いいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  熊谷議員のご質問にお答え

をいたします。 

 まず初めに居住地周辺での居場所づくりについて

でありますが、これまで児童や生徒の利用頻度の高

い文化スポーツセンターの機能整備、廃校活用事業

者と連携した子供の居場所づくりを推進してまいり

ました。 

 またこうした取り組みと連動し、子育てサークル

が創意工夫により自主的に居場所づくりを行う事例

も増えてきており、先ほど本田議員の再質問でもお

答えをさせていただきましたけれども、幸せの黄色

いハンカチ基金を活用した居場所づくり事業が平成

27年度においては１件、平成 28年度上期でも 1件

の取り組みがスタートをしております。 

既存のものを活用して新しいチャレンジをする、

こうした取り組みを今後も支援していきたいと考え

ておりますし、市といたしましてもこうした機能と

連携が図れる複合施設の早期建設に向けてしっかり

と取り組んでいくことによって、ご指摘の事項につ

いては対応していきたいと考えております。 

次に人口増に向けた住宅施策についてのご質問に

お答えをいたします。 

まず初めにみなし特定公共賃貸住宅の周知徹底と

その拡大についてのご質問でありますが、みなし特

定公共賃貸住宅制度は公営住宅の適正かつ合理的な

管理に著しく支障のない範囲内で、国土交通省の承

認を受けて公営住宅の中堅所得者等を入居させるこ

とができるというもので、現在夕張市において 17

戸指定をいたしまして、うち 10戸入居、2戸随時募

集を行っている状況にあります。 

 今 10戸入居、2戸随時募集ということですが、差

し引きそのほか 5戸につきましては政策空き家とい

うことで新たな入居を制限している住戸として現在

取り扱っております。 

 次にその情報共有についてでございますが、市の

ホームページにて市営住宅の空き状況を公表して情

報発信に努めるとともに、中堅所得者向けの注釈と

いうものを加えながら募集を行って周知をしている

ところであります。 

 さらにインターネットの使用環境がない方に対し

ましては一般公募後の随時公募住宅を定期的に広報

に掲載し、中堅所得者向けの住宅の空き情報につい

て周知に努めているところであります。 

 なお、みなし特定公共賃貸住宅の指定拡大につい

てでございますが、公営住宅の本来対象層の入居を

阻害しないという条件がまずございます。また指定

要件の緩和が進んでいる現状や、本市としては民間

賃貸住宅の建設の推進を行っている状況もあるので、 

定住ニーズを見極めながら、みなし特定公共賃貸住

宅の指定拡大について今後検討してまいりたいと考

えております。 

 次に人口増に向けた住宅施策についてでございま

す。市の補助金を活用して建設する民間賃貸住宅に

ついて、市外からの転入に限るなどの制限を設けた

らどうかという趣旨のご質問でありますが、本事業

は夕張市地方人口ビジョンにおいて議論となりまし

た若年層、女性の定住を促進するための事業であり

ます。総合戦略策定時に行いましたアンケートでも、

若年層ほど住環境が整えば夕張への移住を考える傾

向にあり、そうした若年層のニーズを踏まえ、住宅

性能を条件としております。 

 これまで実施してきました助成制度と比較して、

先ほどご指摘がございました 1戸当たりの補助額を

100万円増額する、一方で居住面積は 10平方メート

ル小さくしまして、これにより 4万円未満のワンル

ームタイプを創出し、地域住宅の多様化を目指すも

のです。 

 事業者にはこうした趣旨を十分理解いただき、移
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住定住効果の高い入居に向けて、行政、地元企業と

連携を図りながら行っていくこととなります。 

 さらに市営住宅の中には、収入超過やライフスタ

イルに見合わない間取りで生活をされている方も多

くおりますので、こうした方々の入居促進というも

のも取り組みを進めていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上であります。 

●議長 厚谷 司君  再質問はございませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  再確認ということになりますが、

子育て世代が主体的に地域で居場所づくりに取り組

みたい、しかし地域の特性上、利用施設が限られる

ことなどから、施設借料が発生するような場合、幸

せの黄色いハンカチ基金などの支援で検討するとい

うことでよろしいでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  熊谷議員の再質問にお答え

をいたします。 

 ハンカチ基金によって居場所づくりで活用した事

例がまだまだ少ないかもしれませんが 2件出てきて

おります。そういった取り組み事例が現在行われて

いる中において、市としてもそういった地域のどの

ような形でそれを運営していくのかということもし

っかりと地元にあわせたニーズがあるのか等含めて

お話をお伺いする中において、その必要性が市にあ

るものということで、お互いが維持継続していける

方向性も確認できた場合について、そういったこと

もしっかりサポートしながら実行に向け取り組んで

いきたいというふうに思います。 

●議長 厚谷 司君  熊谷議員。 

●熊谷桂子君  先日ＰＴＡのお父さんお母さんと

お話したときにも地域のそういう施設を管理してい

る方たちとの話を余りしたことがないと。そういう

お話をおっしゃっていました。ですからそのコミュ

ニティーの中でのそういうお互いの話し合い、ニー

ズのある側とそれを供給したい側ですよね。そうい

うところでの話し合いが非常に大事なのだというふ

うに思います。話し合いをしていくことによって、

本当にいい形でコミュニティーがしっかりとしてい

くのではないかなというふうに思いますので、ぜひ

そういうところでは市も力を入れていただきたいと

いうふうに思います。 

 私自身も市民からそういう相談がありましたとき

には、できる限りどういった支援が考えられるのか

知恵を出して一緒にコミュニティーづくりをやって

いきたいというふうに思っていますので、今後ご支

援もよろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上です。 

●議長 厚谷 司君  住宅政策の関係では再質問

はございませんか。 

熊谷議員。 

●熊谷桂子君  先ほど住宅のほうでは、民間のア

パートに入っていただくことを優先的に考えている

という、そういう方針だということをおっしゃって

いました。 

 ただ市としても、市の空き住宅にはぜひ入ってい

ただいたほうが家賃収入にもなっていくというふう

に思います。それで今 17戸指定があって、5戸は政

策空き家で 10戸は入居されていると。2戸は随時募

集になっているというふうなことでしたけれども、

なかなかホームページを見たり、それから広報を見

たりする余裕のない方もいらっしゃると思うのです。 

 それでもしできましたら、これは私の要望なので

すけれども市内にあります企業や介護保険の事業所

なども一定数ありますので、そういったところにメ

ール等でそういうご案内をお送りするというのも一

つ積極的な方法かなということも思います。そうい

ったことを考えてみてはいかがかと思いますがどう

でしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  熊谷議員の再質問にお答え

をいたします。 

 みなし特定公共賃貸住宅の情報提供についてのご

質問でございますが、先ほど言った 17戸の内訳につ

いては 10戸入居、2戸随時募集ということでござい
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まして、その他 5戸については政策空き家というこ

とでございますから、そこの部分だけに特化してイ

ンターネットによる公募、または広報周知によるも

の以外の周知徹底の個別メール等々については現在

のところ考えておりませんが、そもそもこのみなし

特定公共賃貸住宅の取り扱いにつきましては、現在

指定している戸数が、またその地域やその設定ごと

の各地域におけるニーズという部分で、住宅構造が

かなり今変わってきています。公営住宅についてい

えば、私就任する前は 4,000戸あったのですが、こ

れは 300戸くらい管理コストも減少しています。ま

た一方で民間の賃貸住宅も3年間で36戸建設しまし

た。これからまた 30戸建設をしていくと。私が就任

する時点で 100戸くらいしかございませんでしたか

ら、そういった住宅環境が少し変わってきています

ので、そういった部分も鑑みて、みなし特定公共賃

貸住宅のあり方というのは少し検討する必要がある

なというふうに考えておりますので、広報周知、ま

たはインターネットでの周知とかＰＲも非常に大事

ですが、そもそもそういった部分についてを考える

のがまず重要かなというふうに思っておりますので、

再質問の趣旨とプラスアルファで回答しているかも

しれませんが、そういった考えでおります。 

●議長 厚谷 司君  以上で、熊谷議員の質問を

終わります。  

 次に、大山議員の質問を許します。 

 大山議員。 

●大山修二君（登壇）  大山修二でございます。

通告に従いまして質問をいたしますのでよろしくお

願いをいたします。 

 初めに昨日本定例市議会初日に鈴木市長の行政報

告がされたところでありますが、鈴木市長には日ご

ろより夕張再生に向け多岐にわたって活動されてい

ることに敬意を表するところでございます。 

 今後とも公務、そして専務含めその活動を継続し

ていただきたい、このように思っているところでご

ざいます。 

 さて、通告しております市立診療所に係る指定管

理について 2点お伺いをいたします。 

 市立診療所は市内唯一の有床診療所であり外来診

療のほか、在宅医療の推進など地域において求めら

れている多様な医療を提供、そして体制を確保して

いると考えているところでございます。特に在宅療

養支援診療所として、24時間体制で往診や訪問看護

を実施し、その活動は市民の皆様に浸透してきてお

り、一定の評価を得ているものと思っております。 

 また 40名の介護老人保健施設を併設し、医療と在

宅を橋渡しする中間施設としての役割も担っている

ところでございます。 

 今後さらなる高齢化や急激な人口減少により、地

域の住民同士のつながりが希薄化し、今まで地域コ

ミュニティーが担ってきた機能を維持することが困

難になることも考えられます。 

 団塊の世代が後期高齢者となる、いわゆる 2025

年問題を控え、この体制を維持していくことが必要

であると思っているところでございます。 

 平成25年8月の社会保障制度改革国民会議の報告

書では病院完結型医療から、高齢化社会に見合った

住み慣れた自宅での医療、地域全体で支える医療と

して地域完結型医療への転換が必要であると報告さ

れているところでございます。 

 また平成26年6月には医療介護総合確保推進法が

交付され、持続可能な社会保障制度の確立を図るた

め、医療法や介護保険法等の体制整備が図られたと

ころであります。 

 これらを踏まえ、国は今後増加する社会保障費の

対策として、地域包括ケアシステムの構築について

全国の各自治体に求めているところでございます。 

地域包括ケアシステムとは市民が住み慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが

できるよう、医療、介護予防、生活支援、そして住

まいが一体的に提供される地域の包括的な支援サー

ビス提供の改正そのことであり、その体制づくりに

は一定の期間は必要となり、地域の特性にあわせて

つくられていくものであります。 

市立診療所は地域医療の中核施設として、地域包
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括ケアシステムを構築するためには欠かせない施設

であり、特に医療のみならず介護サービスとの連携

を図るなど他職種による取り組みを実践していると

ころであります。 

 これは医療、介護サービスを適切かつ有効に活用

することを求めており、市民が安全で安心して在宅

生活を継続する上で訪問診療や訪問看護などの重要

性を示しているものであります。 

 私は高齢化率が 49％になろうとしている今の夕

張市においては、このような取り組みを継続してい

くことが大変重要なことと考えておりますが、市長

の見解をお伺いいたします。 

 次に指定管理業務の引継ぎについてでありますが、

昨年12月に開催されました第4回定例市議会におい

て市立診療所の平成29年4月1日からの指定管理者

が決定したところであります。 

 市立診療所につきましては医療という特殊な分野

であることから、指定管理者が変更されたとしても

市民の皆様が安全で安心して生活を送るためには、

その業務の継続性が大変重要なことだと思っている

ところでございます。 

 指定管理者の変更決定から、現在 6カ月が経過し

たところでありますが、その業務の引き継ぎにつき

ましては計画的に、そして円滑に行わなければなら

ない、このように思っておりますが現時点での引き

継ぎ状況及課題等についてお伺いをいたします。 

 以上 2点についてご答弁よろしくお願いいたしま

す。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の市立診療所に係

る指定管理についてのご質問にお答えをいたします。 

 まず初めに指定管理者が実施している医療につい

てでありますが、市立診療所は平成 19年 4月に指定

管理者制度を導入し、現在まで医療法人財団夕張希

望の杜に管理運営をしていただき深く感謝をするも

のであります。 

 市立診療所は市内唯一の有床診療所として入院を

初めとして外来のほか在宅での医療を積極的に取り

組み、広く市民ニーズに対応するものであります。 

 特に患者の皆様の家で最期まで過ごしたいという

切実な要望に応え、訪問診療は平成 27 年度で延べ

2,122人、1日平均 8.7人、訪問看護は 2,685人、1

日平均 10.2人と数多く対応し、市内外で広く評価さ

れているところであります。 

 今後もさらなる高齢化に伴い、指定管理仕様書に

盛り込んでいるとおり、在宅医療を初めとして多様

な医療ニーズに応えることができる体制を確保する

必要があります。  

 さらにただただ指定管理者においても現在の医療

を継承し、発展していただけるものと期待しており

ます。 

 次に指定管理業務の引き継ぎ状況と課題について

のご質問にお答えをいたします。 

 引き継ぎ業務は次期指定管理者である医療法人社

団豊生会に開設準備室が設けられ、両法人の職員が

参加し真摯な協議が行われております。準備室には

業務、人材、地域医療、法人事務等を所管する 4つ

の分科会を設置し、専門的な役割が担われておりま

す。 

 今のところ引き継ぎに係り大きな課題等は生じて

おりませんが、医療法人の資産等専門的な事務処理

に関するお話を伺ったところであります。 

 またこれより市及び指定管理者はともに医療従事

者などの人材を確保することが最優先項目であると

考えていることから、現在の市立診療所等に在籍し

いている職員の継続雇用など連携し取り組んでいる

ところであります。 

 以上であります。 

●議長 厚谷 司君  再質問はございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  何点か再質問をさせていただきま

す。 

 まず指定管理者の実施している医療についてであ

りますが、地域医療のあり方として在宅医療の推進

は夕張市だけではなく、全国的に取り組んでいかな

ければならないと思いますが、先ほど市長のご答弁
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にもありましたが、平成 27年度に延べ人数で訪問診

療が 2,122人、訪問看護が延べで 2,685人、こうし

て対応したということでありましたが、特にこれか

らの夕張市を考えたとき、医療、介護そして地域の

連携は大変重要になってくると思います。 

 これからもこの連携をさらに充実させて、多くの

市民の要望に応えていくよう一層の取り組みをお願

いするところでございます。 

 続けてよろしいでしょうか。次に 2点目の指定管

理業務の引継ぎについてでありますが、この引継ぎ

に関して夕張市として関わり、これをお伺いしたい

と思います。 

 市長のご答弁では次期指定管理者の中で開設準備

室を設けていると、そして現指定管理者の職員も含

め引継ぎの協議を進めているということでありまし

たが、市立診療所は市が開設者でありますからこの

引継ぎにも市として一定の関与が必要ではないかと

いうふうに思っております。 

 このことについて現在どのように市が関わってい

るのかお伺いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 引継ぎ等に対して市としてどのようなかかわりを

もって取り組んでいるのかという趣旨のご質問であ

りますけれども、引継ぎにつきましては指定管理者

と市が締結している管理業務協定書というものがご

ざいまして、それに基づいて行われることとなりま

す。 

 今現在管理をしている現指定管理者に対しては、

指定管理物件及び管理業務に関する必要な書類の作

成及び引き渡しというものを求めております。 

 またこれから管理をする次期指定管理者に対しま

しては人材の確保や研修等、必要な一切の準備行為

を行うことを指導しておるところであります。 

 5月 11日には両者が市のほうに来られまして、そ

の後豊生会の理事長が市立診療所において職員に対

して豊生会の説明も行っております。 

 今後も必要に応じまして適宜適切な必要となる助

言、指導というものを行う中で、市としてそのかか

わりを果たしていきたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ただいま協定書に基づいて助言、

指導をしていくとこういうことでありましたが、市

民の安全、安心に直結することでありますから地域

医療を継続していく、こういったことから今後とも

適切な対応をお願いしたいとこのように思っており

ます。 

 続けていいですか。それと次に、今申し上げまし

たこの地域医療を継続するというためには、それを

担う人材の確保というのが大事だというふうに思い

ます。特に医療につきましては医師、看護師等資格

をもった人材の確保、これは絶対条件であります。 

 そこで現在勤務されている医師、看護師等の医療

スタッフ、そして一般の職員も含めて来年 4月 1日

からのこの人たちの対応について、現時点で市が把

握している状況についてお伺いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 先ほど本質の答弁でも市及び指定管理者はともに

医療従事者などの人材を確保することが最優先項目

であるというふうにお話をさせていただいたところ

でございます。 

 先ほど本質でも答弁させていただきましたが、開

設準備室の 4分科会でそれぞれ準備工程というもの

を作成いたしまして取り組みを進めてきたところで

ございますが、具体的に特に人材の確保における部

分につきましては全職員に対しまして本年の 6月か

ら 9月にかけて雇用の移行調査についてを実施いた

しまして、11月に事前説明を行いまして、12月に個

別契約書を締結いたしまして、翌年 1月に雇用系確

約書が作成される予定というふうに聞いているとこ

ろでございます。 

 いずれにしても現在の職員が不安を招くことのな
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いように十分配慮をし、今後も必要に応じて市とし

ても助言等を行っていきたいと考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問はございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ただいま全職員を対象にして今月

から 9月まで移行調査を実施するということであり

ました。  

 これは希望者に対してでしょうけれども 12 月に

は個別の契約書を締結するということでありますが、

現在勤務している職員の皆さんも早い段階で来年 4

月 1日からの方向が決まることで、安心感をもって

仕事をすることができる、このように思いますので

この辺につきましてもよろしくお願いをいたします。 

 いずれにいたしましても地域医療の確保は多くの

自治体が抱えている課題であります。夕張市におい

ては市立診療所の次期指定管理者が決定し、新たな

体制に向けて今動いている状況でありますが、今後

とも医師会との連携も含めてしっかりと取り組んで

いただくことをお願い申しあげ、私の質問を終わら

せていただきます。 

 ありがとうございました。 

●議長 厚谷 司君  以上で、大山議員の質問を

終わります。 

 以上で、通告されました質問は全部終了いたしま

したので、日程第 1、一般質問はこれをもって終結

いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

    午後 ８時０８分 散会 
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